


2

2013.11

セレモニーで挨拶する
横内公明韮崎市長

完成した韮崎中央公園クラブハウス

竣工記念トレーニングマッチにつめかけた観客（vs清水エスパルス）

韮
崎
中
央
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・

芝
生
広
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　
こ
の
た
び
完
成
い
た
し
ま
し
た

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
芝
生
広
場
は
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
専
門
的
な
ク
ラ

ブ
活
動
ま
で
を
通
じ
て
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
や
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
あ
る
「
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
新
た
な
活
動
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
の
と
同
時
に
、「
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
・
に
ら
さ
き
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
市

民
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
観

衆
が
集
い
、
サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
が
、
Ｖ
Ｆ

甲
府
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
一
員
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
施
設
を
、

優
先
的
に
使
用
が
可
能
な
主
た
る

練
習
会
場
の
一
つ
と
し
て
提
供

し
、
現
在
活
躍
中
の
Ｊ
１
の
ス
テ

ー
ジ
に
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
定

着
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
Ｖ
Ｆ
甲
府
の
さ
ら
な

る
躍
進
を
ご
期
待
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
Ｖ
Ｆ
甲
府
が
提
供
す
る

地
域
貢
献
活
動
と
、
本
市
が
推
進

す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
や
青

少
年
育
成
事
業
、
保
健
福
祉
事
業

な
ど
と
の
協
働
事
業
を
通
じ
て
、

相
互
に
意
義
深
い
施
設
と
し
て
の

活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。（
あ
い
さ
つ
よ
り
抜
粋
）

『
韮
崎
市
並
び
に
Ｖ
Ｆ
甲
府
に
と
っ
て
、

相
互
に
意
義
深
い
施
設
と
し
て
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
』

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
拠
点
と
し
て
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Ｊ
リ
ー
グ
は
ど
の
チ
ー
ム
も
専

用
の
施
設
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
こ
の
段
階
を
踏
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。
本
当
に
こ
の
投
資
が
地
域

に
還
元
さ
れ
た
り
、
ク
ラ
ブ
の
成

長
を
促
す
よ
う
な
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
周
り
に
わ
か
る
よ
う
な

か
た
ち
で
チ
ー
ム
が
力
を
発
揮
し

続
け
れ
ば
、
専
用
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
、
専
用
の
練
習
場
の
夢
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
本

当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
す
ば
ら
し
い
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と

芝
生
広
場
が
完
成
し
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
Ｖ
Ｆ
甲
府
が
プ
ロ
チ
ー
ム
に
な

り
、
今
年
で
15
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
練
習
拠
点
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
転
々
と
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

が
竣
工
し
、
優
先
的
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
け
る
施
設
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
韮
崎
市
は
、「
武
田
の
里
」「
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
と
存
じ
て
お
り

ま
す
が
、『
武
田
の
里
、
つ
ま
り

武
田
信
玄
が
成
し
得
な
か
っ
た
天

下
統
一
を
、
い
ず
れ
私
た
ち
Ｖ
Ｆ

甲
府
が
、
Ｊ
１
で
日
本
一
に
な
っ

て
、武
田
家
の
思
い
を
遂
げ
た
い
』

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
に
ら
さ
き
」
に
、

『
Ｖ
Ｆ
甲
府
の
拠
点
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
。
当
時
の
韮
崎
市
は
良
い

こ
と
を
し
た
な
あ
』
と
、
末
代
ま

で
思
わ
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム
づ
く

り
、
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
の
サ
ッ
カ
ー

教
室
や
お
年
寄
り
の
健
康
教
室
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
市
民
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
地
を
拠
点
に
練
習
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
Ｖ
Ｆ
甲

府
に
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
尽

力
と
理
解
が
あ
っ
て
、
山
あ
り
谷

あ
り
の
日
本
随
一
の
曲
線
カ
ー
ブ

を
描
く
ク
ラ
ブ
が
、
今
回
一
つ
の

節
目
を
迎
え
て
、
こ
う
し
て
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
竣
工
の
場
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
う
れ
し

い
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
責
任
も
感
じ
て

い
ま
す
。『
Ｖ
Ｆ
甲
府
の
た
め
に

皆
さ
ん
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ

と
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
、
今

年
や
来
年
だ
け
で
な
く
、
10
年
、

20
年
、
30
年
先
に
も
、
こ
う
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ク

ラ
ブ
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
』
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

ヴァンフォーレ甲府
監督　城福浩氏

㈱ヴァンフォーレ
山梨スポーツクラブ
代表取締役会長　海野一幸氏

サポーターから贈られた横断幕

『
武
田
信
玄
が
成
し
得
な
か
っ
た
天
下
統
一
を

い
ず
れ
Ｖ
Ｆ
甲
府
が
、
Ｊ
１
で
日
本
一
に
な
っ
て
、

そ
の
思
い
を
遂
げ
た
い
。』

『
皆
さ
ん
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
無
駄

で
は
な
か
っ
た
と
…

10
年
、
20
年
、
30
年
先
に
も
、
こ
う
し
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
ク
ラ
ブ
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。』

　
Ｊ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
と
同
じ
環

境
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
実
戦
に
近
い

練
習
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
良
い
環
境
で
、
よ
り
良
い
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
で
き
、
試
合
に
向
け

て
最
高
の
準
備
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
Ｖ
Ｆ
甲
府
に
と
っ
て
、
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か

ら
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

石
原
克
哉
選
手
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
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自
分
の
持
ち
味
は
何
で
す
か
？

　
ス
ピ
ー
ド
が
私
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
は

い
つ
か
ら
？

　
最
初
は
19
歳
の
と
き
で
す
。

こ
こ
で
プ
レ
イ
し
て
み
て
？

　
特
別
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

　山が背景にあって、周りに

木々があり、練習場の環境とし

ても本当にすばらしく美しい場

所です。まるでヨーロッパに来

ているみたいです。

　ＶＦ甲府にとっても、日本の

皆さんにとっても、こういう場

所を練習場として使えることは、

本当に喜ばしいことだと思いま

す。また、このような機会が

あったらぜひ来たいです。美し

い場所ですから…。芝生も、本

当に完璧な状態だと思います。

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
き
れ
い
で
、
芝
の
質
が
高
く
て

驚
き
ま
し
た
。

初
試
合
で
最
初
の
シ
ュ
ー
ト
を
決

め
ら
れ
て
？

　
全
力
で
、
そ
し
て
大
切
に

シ
ュ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本
に
来

て
初
め
て
の
ゴ
ー
ル
だ
け
に
本
当

に
嬉
し
い
で
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
で
や
っ
て
い
け
る
と
思

い
ま
し
た
か
？

　
今
は
言
葉
が
上
手
く
話
せ
な
い

の
で
難
し
い
で
す
が
、
今
後
も
努

力
す
れ
ば
、
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
甲
府
で
プ
レ

イ
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

清水エスパルス監督
アフシン・ゴトビ氏

県のスポーツ交流の一環として練
習試合に参加したインドネシア代
表アンディク・ベルマンサ選手
1991年11月7日生（21歳）

この日一番人気でサイン攻めにあう
ベルマンサ選手

『
き
れ
い
で
、
芝
の
質
が
高
く
て
驚
き
ま
し
た
。』

『風景もすばらしく、
本当に美しい場所です。』

　
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
国
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策

の
一
環
と
し
て
、
わ

が
国
の
ス
ポ
ー
ツ

の
競
技
水
準
の
向

上
、
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
・
振
興
を
図

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
整
備
し
た

「
韮
崎
中
央
公
園

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」

は
、
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
が
所
管

す
る
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る
収

益
を
、
だ
れ
も
が
身
近
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
か
ら

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
選
手

の
育
成
・
支
援
ま
で
を
目
的
と
す

る
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
整
備
し
た
も
の
で

す
。

　
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
独
立

行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
理
事
長
・
河
野
一
郎
氏
よ

り
、
『
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

拠
点
や
、
地
域
の
皆
様
の
活
発
な

交
流
が
期
待
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
だ
れ
も

が
、
い
つ
で
も
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
場
と
し
て
、
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
』
と
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
未
来
を
育
て
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
。』



5

　

　
入
所
案
内
と
入
所
申
込
書
を
福

祉
課
・
保
育
園
（
市
内
８
ヶ
所
）・

児
童
セ
ン
タ
ー
（
市
内
４
ヶ
所
）・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
11
月
25

日
（
月
）
よ
り
配
布
し
ま
す
。

　
入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童
の

み
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
入
所
案
内
の
記
載
事
項
を
よ

く
お
読
み
の
う
え
、
入
所
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
次
の
場
合
も
同
日
程
に
て
受
付

し
ま
す
。

＊
市
外
の
保
育
園
を
希
望
さ
れ
る

場
合

＊
４
月
以
降
の
月
に
入
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合
［
育
児
休
業
（
出

産
休
暇
）
明
け
も
含
む
。
］

●
受
付
期
間

　
12
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時

※
期
日
を
経
過
し
た
場
合
に
は
、

第
１
次
審
査
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
窓
口

※
今
年
度
よ
り
各
保
育
園
で
は
、

受
付
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　（
内
線
１
７
５
）

　
市
で
は
、
急
速

に
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
、「
誰

も
が
安
心
し
て
く

ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
施
策
の
柱

に
、
住
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
福

祉
の
向
上
に
向
け
た
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
の
福
祉
行
政
の
方
向
性
を

決
め
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
お
手
元
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
届
い
た
方
は
、
ぜ
ひ
回
答
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
内
容

①
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
認
知

度
・
利
用
状
況
・
利
用
意
向
及
び

生
活
実
態
等

②
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
計
画
・

　

障
が
い
福
祉
計
画

　
障
が
い
者
の
生
活
状
況
及
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
・
要
望

等③
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画

　
介
護
保
険
の
第
一
号
被
保
険

者
・
要
支
援･

要
介
護
認
定
者

（
在
宅
・
施
設
利
用
者
）
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
実
態
及
び
ニ
ー
ズ

の
把
握
等

■
調
査
方
法

　
各
計
画
・
区
分
ご
と
に
ア
ン
ケ

ー
ト
票
を
作
成
し
、
無
作
為
抽
出

し
た
対
象
者
へ
11
月
ご
ろ
に
郵
送

に
て
調
査
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
福
祉
課

＊
子
育
て
支
援
担
当（
内
線
１
７
３
）

＊
障
が
い
福
祉
担
当（
内
線
１
８
２
）

＊
社
会
福
祉
担
当（
内
線
１
８
０
）

○
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

　（
内
線
１
１
２
）

　本年１１月１日より子育て応援カードを利

用できる対象世帯が拡大され、『１８歳未満

の子どもが３人以上いる世帯』から、『１８
歳未満の子どもがいる全ての世帯及び妊婦が
いる世帯』へと変更になりました。
　このカードは、県内在住の子育て家庭が、

協賛企業において各種割引など特典サービス

を受けられ、社会全体で子育て家庭を応援す

る事業です。特典サービス等の詳細は、やま

なし子育てネット内のＨＰを参照ください。

■使用方法
　このステッカーやのぼり

旗のある企業や店舗でカー

ドを提示してください。

■カード配布場所
　市福祉課

　子育て支援担当

※保険証や母子手帳をお持

ちください。なお、旧カ

ードをお持ちの方は今年度中に新カードへ

の切り替えをお願いします。

■お問い合わせ
＊事業内容について

　県福祉保健部児童家庭課子育て支援担当

　☎０５５ー２２３ー１４５６

＊カードの交付について

　市福祉課子育て支援担当（内線１７５）

福
祉
関
係
計
画
策
定
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
！

園名 住所 電話番号 定員
（人）

総募集予定
（人） 入所年齢 保育時間

韮崎西保育園 本町1-17-10 22-0118 120 25
6ヶ月以上 7:30～19:00韮崎東保育園 富士見2-14-31 22-2615 90 22

藤井保育園 藤井町坂井119 22-6087 120 25
中田保育園 中田町中条690-3 25-5723 60 20 3歳以上 8:00～17:30
穴山保育園 穴山町4462-2 25-5116 40 15

6ヶ月以上
8:30～16:30

旭保育園 旭町上条北割3904 22-1841 90 30
7:30～18:00

竜岡保育園 竜岡町下條東割780 22-2164 105 20

【保育園概要】

※穂坂保育園は、現在休園中です。
※円野保育園は今年度をもって休園となるため、募集は行いません。

平成26年度の
保育園児（新規入所）

を募集

やまなし子育て応援カード
が変わります！
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　前年度に比べ一般会計総額で約９億６千万円（６．７％）

の減となりました。このうち、自主財源は本市主要企業

の主力部門が県外移転した影響等により市税が約８億円

（１５．１％）の減となるなど、約９億４千万円（１２．３％）

の減となりました。また、依存財源では市町村の財政の均衡

を図るための地方交付税が約４億５千万円（１７．４％）、国

庫支出金が約２億９千万円（１９．６％）、県支出金が約２億

円（１９．６％）の減となった一方で、法人市民税の減収に

対処するために制度上認められた減収補てん債（元利償還金

の交付税補てんあり）を１２億円借り入れたため、市債が約

９億６千万円（９１．２％）の増額となりました。これによ

り依存財源は合計で約２千万円（０．３％）の減となりました。

　前年度に比べ一般会計総額で約８億４千万円（６．

１％）の減となりました。これは投資的経費が約１１億円

（５１．９％）、義務的経費が１億１千万円（２．０％）減額し

たことによるものです。

　目的別にみると、総務費は市民交流センター「ニコリ」建

設の終了や退職金等の減により約５億６千万円（２０．０％）、

土木費は上ノ山・穂坂工業団地へのアクセス道路の建設の終

了により約１億２千万円（７．８％）、民生費は児童手当等の

減により約１億１千万円（２．７％）の減となりました。

　一方、衛生費はごみ処理特別会計負担金等により約４千万

円（２．６％）、商工費は企業立地助成金等により約２千万円

（１４．７％）、消防費は消防ポンプ自動車の購入等により約

２千万円（４．３％）の増となり、教育費や公債費も微増と

なりました。

134 億 3,480 万 8千円 130億 3,134 万 3千円

　市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市
民の皆さまに広く知っていただくため、年２回広報により「財政
状況の公表」をしています。今回は、平成２４年度の決算状況の
ほか、平成２５年度の予算の補正状況についての概要を公表しま
す。また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、
市財政の健全化判断比率等についての概要も公表します。

特別会計 歳入 歳出 歳入のうち 
一般会計繰入金

国民健康保険 3,352,054 3,252,984 269,421

後期高齢者医療 255,517 255,359 68,802

簡易水道 9,788 9,788 5,005

下水道事業 1,394,258 1,394,258 718,009

介護保険 2,053,239 2,022,778 306,221

介護サービス事業 10,715 10,715 2,631

財産区 2,234 1,969 0

企業会計 収入 支出 歳入のうち 
一般会計補助金

市立病院
収益的 2,564,051 2,510,625

230,183
資本的 83,018 225,502

（※資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　142,484）
（平成 24 年度末過年度分損益勘定留保資金残高　613,964）

水道事業
収益的 834,337 823,542

267,164
資本的 314,721 530,570

（※資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　209,208 
  ：当年度分消費税資本金収支調整額　6,641）

（平成 24 年度末過年度分損益勘定留保資金残高　363,228）

韮崎市の財政状況を公表
韮企告示第２号
　韮崎市財政状況及び健全化判断比率等の公表に関する
条例第２条及び第４条の規定に基づき、平成２５年９月
３０日現在における韮崎市の財政状況及び平成２４年度
健全化判断比率等について次のとおり公表する。
　　平成２５年１１月１日　　韮崎市長　横内　公明

歳入歳出決算審査意見書
　平成２５年６月２４日から７月８日まで平成２４年度
韮崎市一般会計、各特別会計及び各企業会計の歳入歳出
決算審査を行い、各会計とも適正妥当であると認められ
た。
財政健全化審査意見書
　審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率並び
にその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ
も適正に作成されているものと認められた。

　　　　　　　　　　　韮崎市監査委員　日向　　亘
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　一木　長博

歳入総額 歳出総額

一般会計決算

特別会計・企業会計決算 （単位：千円）

自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：49.9%
依存財源　国や県から交付された財源：50.1%

投資的経費　学校や道路といった社会資本を整備するための経費：8.1%
義務的経費　人件費（報酬・給与等）、扶助費（子ども手当・生活保護費等）、
　　　　　　　公債費（借入金返済）：41.0%
その他の経費　積立金、施設の維持経費、団体補助金：50.9%
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※平成２５年４月１日現在の人口（３１, ３４２人）で割り算し

た額を行政サービス額としています。

　入湯税（１３, ６３１千

円）は可搬式小型動力ポン

プ、消防ポンプ自動車の

消防団への配備、市内消火

栓の新設改良費等に、都市

計画税（３６, ４１３千円）

は公園の管理費、公債費

（都市計画事業分）、後年の都市計画事業推進のため都市計

画事業基金への積立に使用しました。

　平成２４年度末の市全体の市債現在高は、平成２３

年度末より６億８千万円増加し２９２億６千万円とな

りました。この内訳は公共事業債が１９５億４千万

円（６６．８％）、特例債（歳入不足を補うために地方

交付税制度等で設けられている特例的な借入金）が

９７億２千万円（３３．２％）となっています。

　公共事業債については前年度より６億１千万円（２．

１％）の減となった一方、特例債については、法人市

民税の大幅な落ち込みを補うために減収補てん債（元

利償還金の交付税補てんあり）を１２億円借り入れた

影響で前年度より１３億円の増となっています。

　今後も市では臨時財政対策債や交付税による補てん

が多い有利な資金を選択して借入れをしていく方針で

す。ただし、市債は借金でありますので、発行につい

ては一層の注意を払い健全な財政運営に努めていきま

す。

292 億 6千万円平成24年度末残高

議会運営のため（議会費） 5,596
戸籍や市民バスのため（総務費） 71,056
福祉のため（民生費） 119,566
環境や健康のため（衛生費） 52,352
就労支援のため（労働費） 2,493
農林業のため（農林水産業費） 14,983
商工業や観光振興のため（商工費） 5,763
道路や公園のため（土木費） 44,383
地域防災のため（消防費） 14,946
教育のため（教育費） 39,705
災害復旧のため（災害復旧費） 174
借入金返済のため（公債費） 44,762
支出総額 415,779

市民税（個人）市民一人あたり 45,623
固定資産税（個人）市内一世帯あたり 86,968
軽自動車税市内一世帯あたり 6,473
市たばこ税市民 20 歳以上一人あたり 9,306
入湯税市民一人あたり 435
都市計画税（個人）都市計画区域内一世帯あたり 8,197
国民健康保険税被保険者一人あたり 100,065

区分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 12,951,000 90,092 13,041,092 658,997 13,700,089
特別会計 7,532,352 △ 73,114 7,459,238 0 7,459,238

内
　
　
訳

国民健康保険 3,467,777 0 3,467,777 0 3,467,777
後期高齢者医療 261,288 0 261,288 0 261,288
簡易水道 115,543 △ 93,362 22,181 0 22,181
下水道事業 1,476,263 △ 4,753 1,471,510 0 1,471,510
介護保険 2,195,731 25,001 2,220,732 0 2,220,732
介護サービス事業 11,243 0 11,243 0 11,243
財産区 4,507 0 4,507 0 4,507
市立病院 2,619,927 0 2,619,927 0 2,619,927
水道事業 1,390,286 9,728 1,400,014 12,100 1,412,114

合　計 24,493,565 26,706 24,520,271 671,097 25,191,368

主な市税の負担状況

市債の事業別・借入先残高

25年度上半期　予算の補正状況

市民一人あたりの行政サービス費用（単位：円） （単位：円）

（単位：千円）
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　今まで、一般会計、企業会計等を含めた市全体のバランスシートを作成、公表してきましたが、さらに、資産・
債務に関する適正な管理と、皆さまに分かりやすい財政事情の公表を、より一層進めることを目的に、新た
な公会計制度として、財務４表（貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）を
作成しました。今回は、平成２４年度一般会計の決算にかかる財務４表を公表します。

　市民サービスを提供するために保有している資産と、そ

の資産をどのような財源（負債・純資産）で整備してきた

かを表しています。　

　資産の部は、市が所有している土地、建物等の公共資産、

他団体への出資や基金といった投資、市が保有している現

金や税金の未収金等の流動資産の金額を示しています。負

債の部は、資産を整備するための財源である地方債等の将

来の世代が負担する金額を、純資産の部は、資産整備に充

てられた国県補助金、一般財源といった過去や現在の世代

が負担した金額を示しています。　

　実質赤字比率は、標準財政規模に対する一般会計の赤字

の割合であり、連結実質赤字比率は、標準財政規模に対す

る一般会計や特別会計、企業会計を含めた連結赤字の割合

ですが、各会計とも赤字額がないため比率は算定されませ

ん。

　実質公債費比率は、標準財政規模に対する１年あたりの

全ての借入金の元利償還金（返済額）の割合の３か年平均

です。一般家庭に例えると年間の給料総額に対し、年間の

借入金（住宅や車等のローン）の返済額の割合を算出した

ものです。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく、市財政の健全化判断比率（下記の４指標）は、早期
健全化基準を大きく下回り、健全財政を堅持しています。

健全化判断比率の公表

主な元利償還金
・市借入金返済額　　　　 １３億２,６３１万４千円

・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額

　　　　　　　　　　　　　 ６億５,２３３万８千円

・峡北広域行政事務組合や塩川土地改良区の借入金等

　に対する返済額の財源充当額

　　　　　　　　　　　　　　　４億８７９万３千円

主な元利償還金
・市借入金返済額　　　 １６２億９,４０７万７千円

・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額

　　　　　　　　　　　　　　 ９３億８,９２９万円

・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する

　財源充当見込額　　　　 １８億７,３５６万４千円

・職員退職手当負担見込額

２２億９,４０９万６千円

・充当可能基金　　　　　 ４５億８,６５１万２千円

一般会計財務諸表の公表

　将来負担比率は、標準財政規模に対する将来負担するこ

ととなる見込額（充当可能基金を除く）の割合です。一般

家庭に例えると年間の給料総額に対し、借入金（住宅や車

のローン）の総額や子どもに対する今後の学費などの将来

負担見込額から貯金を除いた額の割合です。

　各比率の分母となる標準財政規模とは、標準的な一般財

源収入額をいい、市税、地方譲与税及び普通交付税が含ま

れています。一般家庭に例えると年間の給料総額（手当等

を除く）に相当するものです。

標準財政規模　＝　８４億５,３４１万６千円

貸借対照表

　資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資金不足

額の割合ですが、各会計とも資金不足額がないため、比率

は算定されません。

　市の各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場合に

は、財政健全化計画等を策定することになります。

◇健全化判断比率

◇資金不足比率

　市民１人あたりの資産額は１９９万３千円であり、市民

１人あたりの現金・預金（基金等＋歳計現金＋財政調整基

金等）は、前年度より１万４千円ほど減少し１７万１千円

です。一方、市民１人あたりの負債額（地方債＋翌年度償

還予定地方債）は、前年度よりも３万３千円増加し５２万

円となっています。

　純資産合計は、前年度よりも２３億円減少しています。

このうち、将来自由に財源として使用できるその他一般財

源等は７４億円のマイナスであり、将来の地方債の償還等

に一般財源がすでに拘束されていることを示しています。

平成 24 年度 早期健全化基準
実質赤字比率 － 13.64%
連結実質赤字比率 － 18.64%
実質公債費比率 12.0% 25.0%
将来負担比率 73.3% 350.0%

平成 24 年度 経営健全化基準
簡易水道事業 － 20.0%
下水道事業 － 20.0%
病院事業 － 20.0%
水道事業 － 20.0%
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　人件費等の経常費用を教育、福祉といった目的別（横軸）

と人にかかるコストといった性質別（縦軸）に表示してい

ます。また、その行政サービスの受益者負担である使用料

等の経常収益を併せて表示し、経常収益以外の一般財源の

負担が分かります。

　経常費用の合計は、１２４億円です。

　経常費用を目的別にみると、生活保護、子ども手当等の

扶助費を負担した福祉が３８億円、総務が２０億円、峡北

広域行政事務組合への負担金を支出した環境衛生と生活イ

ンフラ・国土保全がそれぞれ１７億円となっています。

　性質別にみると、物件費２２億円、他会計等への支出額

２１億円、減価償却費２０億円の順に多くなっています。

　経常収益の合計は、６億円です。

　経常収益の多い順では、保育所運営負担金等の収入があ

る福祉が２億円、市営住宅使用料等の収入がある生活イン

フラ・国土保全が７千万円です。市営住宅使用料は、住宅

建設時の借入金の償還などにも使用されています。

　経常費用から経常収益を差し引いた純経常行政コスト

１１８億円は、市税や地方交付税で賄っていることになり

ます。

資産の部 負債の部

科　　　目
24年度

23年度 科　　　目
24年度

23年度市民1人 
あたり

市民1人 
あたり

百万円 千円 百万円 百万円 千円 百万円
１ 公共資産 52,490 1,675 53,580 １ 固定負債 16,812 536 16,256
　（1）有形固定資産 52,140 1,664 53,230 　（1）地方債 15,116 482 14,355
　（2）売却可能資産 350 11 350 　（2）退職手当引当金 1,696 54 1,901

２ 投資等 7,015 224 7,100
　（1）投資及び出資金 4,257 136 4,257
　（2）貸付金 32 1 30 ２ 流動負債 1,504 48 1,317
　（3）基金等 2,484 79 2,592 　（1）翌年度償還予定地方債 1,178 38 1,076
　（4）長期延滞債権 339 11 324 　（2）翌年度支払予定退職手当 223 7 136
　（5）回収不能見込額 △ 97 △ 3 △ 103 　（3）賞与引当金 103 3 105

３ 流動資産 2,942 94 3,335
　（1）現金預金 2,867 92 3,253 負債合計 18,316 584 17,573
　　　 ①歳計現金 403 13 520 純資産の部
　　　 ②財政調整基金等 2,464 79 2,733 １ 公共資産等整備国県補助金等 9,797 313 10,045
　（2）未収金 75 2 82 ２ 公共資産整備一般財源等 41,770 1,333 42,198
　　　 ①地方税・その他 104 3 120 ３ その他一般財源等 △ 7,436 △ 237 △ 5,801
　　　 ②回収不能見込額 △ 29 △ 1 △ 38

純資産合計 44,131 1,409 46,442
資産合計 62,447 1,993 64,015 負債・純資産合計 62,447 1,993 64,015

区分 合　計 生活インフラ
・国土保全 教　育 福　祉 環境衛生 産業振興 消　防 総　務 議　会 支払利息 その他

経常費用 12,424 1,695 1,307 3,837 1,676 986 478 2,002 177 252 14
人にかかるコスト 1,889 126 227 541 94 170 29 534 168
１ 人件費 1,650 110 199 464 80 147 29 465 156
２ 退職手当引当金繰入等 136 9 17 45 8 14 40 3
３ 賞与引当金繰入額 103 7 11 32 6 9 29 9
物にかかるコスト 4,250 814 962 552 308 550 79 979 6
１ 物件費 2,215 127 569 465 273 168 39 568 6
２ 維持補修費 74 43 17 5 1 6 1 1
３ 減価償却費 1,961 644 376 82 34 376 39 410
移転支出的なコスト 6,019 755 118 2,744 1,274 266 370 489 3
１ 社会保障給付 1,950 44 1,780 126
２ 補助金等 1,799 18 56 78 628 158 369 489 3
３ 他会計等への支出額 2,107 718 886 502 1
４ 他団体への公共資産整備
　 補助金等 163 19 18 18 108

その他のコスト 266 252 14
１ 支払利息等 252 252
２ 回収不能見込計上額 14 14

経常収益 626 70 14 249 5 4 21 18 245
使用料・手数料等 626 70 14 249 5 4 21 18 245

純経常行政コスト 11,798 1,625 1,293 3,588 1,671 982 478 1,981 177 234 △ 231

※市民 1 人あたりは平成 25 年 4 月 1 日現在の人口（31,342 人）により算出しました。

行政コスト計算表

（単位：百万円）
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　貸借対照表の「純資産」の変動状況を

示しています。

　期首純資産残高は、４６４億円です。

　平成２４年度の純経常行政コストは、

行政コスト計算書の１１８億円で、純資

産から差し引きます。

　収入として、地方税等の一般財源が

７４億円あります。

　国・県補助金等の受入が２０億円であ

り、このうち２億円が公共資産整備に充

てられています。

　平成２４年度末の純資産残高は

４４１億円で、前年度に比べ２３億円減

少しており、主な原因は地方税、地方交

付税、補助金等受入等の減少によるもの

です。

基礎的財政収支（プライマリーバランス）
　一般的に地方債の発行と償還を除いて算出しますが、さ

らに財源の調整機能である財政調整基金等も控除し、実質

的な収支の状況を示します。

　平成２４年度は前年度に比べ、歳入不足を補うための

減収補てん債の発行額が１２億円増えたことにより、約

１０億円の赤字となり、前年度よりも１１億５千万円の減

となっています。

　２４年度の現金の収支を、３つの区分により表示してお

り、それぞれの行政活動の収支、支出の状況がわかります。

①経常的収支

　人件費、物件費等の支出と税金収入、地方交付税等の収

入といった市の行政活動による資金収支です。

②公共資産整備収支

　公共資産整備支出とその財源となる補助金や地方債の収

入といった公共事業に伴う資金収支です。

③投資・財務的収支

　貸付金、地方債償還金等の支出とその財源である補助

金、貸付金回収元金等の収入といった投資等に伴う資金収

支です。

　経常的収支は２３億円の黒字であり、公共資産整備収支

は４億円の赤字、投資・財務的収支は２１億円の赤字です。

合計では、歳計現金が前年度より１億２千万円減少し、平

成２４年度末の歳計現金は４億円となっています。

区分 純資産合計
公共資産等 
整備国県 
補助金等

公共資産等 
整備一般 
財源等

その他 
一般財源等

期首純資産残高 46,442 10,045 42,198 △ 5,801

１ 純経常行政コスト △ 11,798 △ 11,798

２ 一般財源 7,438 7,438

（1）地方税 4,554 4,554

（2）地方交付税 2,136 2,136

（3）その他行政コスト
　　 充当財源 748 748

３ 補助金等受入 2,024 152 1,872

４ 臨時損益 25 25

５ 科目振替 △ 400 △ 429 829

期末純資産残高 44,131 9,797 41,769 △ 7,435

項目 金額
経常的収支　① 2,341

１ 人件費 2,010
２ 物件費 2,215
３ 社会保障給付 1,950
４ 補助金等 1,799
５ 他会計等への事務費等充当財源繰出支出 1,256
６ その他支出 332

支出合計 9,562
１ 地方税 4,532
２ 地方交付税 2,136
３ 国庫補助金等 1,807
４ 地方債発行額 1,699
５ 基金取崩額 527
６ その他収入 1,202

収入合計 11,903

当年度歳計現金増減額（① + ② + ③） △ 117
期首歳計現金残高 520
期末歳計現金残高 403

投資・財務的収支　③　 △ 2,068
１ 貸付金 5
２ 基金積立額 429
３ 他会計等への公債費充当財源繰出支出 658
４ 地方債償還額 1,151

支出合計 2,243
１ 国県補助金等 24
２ 貸付金回収額 4
３ 基金取崩額 3
４ 公共資産等売却収入 30
５ その他収入 114

収入合計 175

公共資産整備収支額　② △ 390
１ 公共資産整備支出 871
２ 公共資産整備補助金等支出 163
３ 他会計等への建設費充当財源繰出支出 193

支出合計 1,227
１ 国県補助金等 194
２ 地方債発行額 314
３ 基金取崩額 278
４ その他収入 51

収入合計 837

項目 金額
イ  収入総額 12,915
ロ  地方債発行額 2,013
ハ  財政調整基金等取崩額 519
ニ  支出総額 13,032
ホ  地方債元利償還額 1,403
ヘ  財政調整基金等積立額 250
基礎的財政収支（イ－ロ－ハ－ニ + ホ + ヘ） △ 996

純資産変動計算書

資金収支計算書

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）



　　　

　　

エピペンは、食物アレルギーによるアナフィラキシーに対する自

己注射薬です。アナフィラキシーとは、皮膚・口唇の紅潮に加え息苦し

さや意識の障害を伴う重いアレルギー反応です。

　過去にアナフィラキシーをおこしたことのある児童やアナフィラキシーを

おこす可能性の高い児童に対し処方が可能になっています。使用期限は約１

年間で毎年一本ずつ処方されます。使用には学校の先生の介助が必要であ

り、保管場所も含め事前に相談していただく必要があります。ただ、多くの

食物アレルギー反応は皮膚のかゆみなど軽い症状のみで軽快します。携帯し

ている緊急時薬の内服でコントロールできる場合もあります。

　詳しくは、かかりつけ医にご相談ください。

小学生の息子が食物アレルギーと診断されています。
エピペンを処方してもらった方が良いでしょうか？

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

小児科医長　中村　誠

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２ー１１１１（内線２１６）

月～金曜日　８時30分～17時15分

毎週火曜日は消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

韮崎大村美術館特別企画展 
「山々に魅せられた画家たち」
■期間　平成２６年１月１３日（月・祝）まで開催

　世界文化遺産に登録された富士山を描いた片岡球子の

《富士》や、富士の麓にアトリエを構えた櫻井孝美の《富

嶽・燦
さん

》、韮崎市出身の山

岳画家鈴木農夫男が描いた

雄大な山の姿、初公開とな

る一二三勝英の甲斐駒ケ岳

など、山々に魅せられた画

家たちの作品を一堂に公開

します。

　美術館２階からの山々の

眺めと併せて、芸術の秋を

お楽しみください。

　開館５周年を記念して設

置した韮崎市名誉市民の大

村智博士の胸像も公開して

おります。

■開館時間　１０時～１７時（入館は１６時半まで）
■休館日　水曜日

■入館料　大人 ５００円 ／ 小・中・高 ２００円

※一年間何度でも入館できる大変お得な年間パスポート

　（大人１名３，０００円）も随時受付中です。

※市内小中学生入館無料です。

市民交流センター「ニコリ」1階 
韮崎大村美術館サテライトスペース
　バーナード・リーチの作品や日本を代表する彫刻家、

桑原巨守とその教え子たちのブロンズ像等の作品をご覧

いただけます。市民交流センター１階の無料でご覧いた

だけるスペースですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日、ふるさと偉人資

　　　　　料館に準ずる）

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

Q.
A.

クレジットカードについて　その２
こんなメールをもらったことがありませんか？

いつもご利用誠にありがとうございます。
○○様よりお預かり物が御座います。
【受け渡し番号】YA１２３４××××××××
受け渡し番号は下記アクセス後、必要となりますのでご確認下さい。
↓詳細はこちら↓

いつも○○○○携帯電話会社をご利用頂きましてありがとうござい
ます。
この度【○○○○携帯電話会社】をご利用のお客様へ
『お客様サポートより大事なお知らせ』がございます。
お手数ではございますが、大至急下記URLよりログインし、必ず
詳細をご確認下さいますよう宜しくお願い致します。

馬券的中率９０％！！
１０年分のデータのなかから予測し、的中させます。的中率が本当
に良くモニターとしての登録ですので、簡単な審査がございます。
大当たりした配当金は全て貴方のものになるので安心です。まずは
お試しください。大金が貴方のものになる！！

　興味本位や、うっかり、これらのメールのURLにアクセスや返信をする

と、メール交換を次々とさせられ、支払いはクレジットカードでというこ

とがよくあります。ケータイやスマートフォンでは一度登録すると簡単に
クレジット決済ができるようになり、高額な支払いが発生することがあり

ます。

対応として→このようなメールは無視してください！！

櫻井　孝美 《富嶽・燦》 2007年

例1

例2

例3



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル
　シニアの部

10時～16時
中央公園陸上競技場

休館：

のびのび教室
対象児：平成23年
　　　　10月生
受付：13時～13時15分
親子あそびや歯科相談など

休館：     

子育て用品リサイクル
　にら★ちびフリーマー
　ケット

10時～12時
市民交流センター３階
多目的ホール
たくさんの子育て用品が並
びます！

●まちなか市民会議
19時～21時
市民交流センター1階会議室

休館： （午前）

パパ・ママ学級
　Cコース3回目

【要予約】
9時～
沐浴指導や新生児の育児に
ついて

●ヒルクライム
　チャレンジシリーズ2013
　韮崎甘利山大会

選手受付：13時～17時
社会福祉村グラウンド
（Ｐ14参照）

休館：

●ヒルクライム
　チャレンジシリーズ
　2013　韮崎甘利山大会

9時～　
社会福祉村⇔甘利山
（Ｐ14参照）

●生涯学習フェスタ
9時～
東京エレクトロン韮崎文化
ホール
（広報10月号P14参照）

休館：   

抜き取ってご利用ください

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル
　シニアの部

9時～14時
中央公園陸上競技場

国文祭
日本舞踊の祭典

　　　10時～17時
東京エレクトロン韮崎文化ホール

（広報10月号Ｐ11参照）
休館：   

ニコリ開館2周年記念祭
　NICORI祭

9時～
全館で各種イベントを開催
します。ニーラを探せ（先
着150組プレゼント）他
（P16参照）
小林一三・保阪嘉内の

　世界展
11月10日（日）まで
（P5参照）

休館：   

絵本よみきかせ講座
　（第３回）【要事前申込】

10時30分～12時
どんぐりネックレスを作ろう
10時30分～11時30分
北東児童センター
子育てサークル「いたず
ラッコ」OB企画
定員15組【要予約】
乳がん検診
13時30分～15時
保健福祉センター

休館：  

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

今月の運行はありません。
（H26年4月より運行予定）

　 中央公園ミニSL運行日

●韮コンin甘利山
受付：9時30分～
【要申込】
（広報10月号P12参照）

休館：   

月112013
CALENDAR

霜　月

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
（12/29～1/3)
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 11月12日（火）午後
  26日（火）午後

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  

本
町
３
丁
目
５
番
３
号

納期限（口座振替日）
１２月２日（月）

＊国民健康保険税　第５期
＊後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　第５期

収納課徴収・管理担当
（内線163～166）

今月の納税

　11 月 28 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 401 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　11 月 11 日（月）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

子育て支援センター臨時休館日

11月29日（金）は、館内整理のため
臨時休館します。

2

9

3

105 6 7

1

84

11月6日
パパ・ママ学級

　Dコース1回目【要予約】
受付：13時30分～
妊婦の栄養や妊婦体操について
わんぱく★親子

　ママビューティー
13時30分～14時30分
エアロビインストラクター斎藤
晴美氏による親子エアロビ
定員20組【要予約】
持物：飲物・上履き

11月１・８日
りんご狩り遠足【要予約】
13時30分
集合：フルーツランド平賀
参加費：１家族200円
持物：袋・おでかけグッズ

11月9日
●生涯学習フェスタ

9時～
東京エレクトロン
韮崎文化ホール

（広報10月号P14参照）
●穂坂自然公園イベント　
　「絵画教室」

10時～12時30分
（Ｐ14参照）
おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年
【申込不要】

11月9日
スケッチで訪ねる

　『智恵子抄』の旅原画展
11月15日まで（Ｐ17参照）



　
休館：   

　　

　 　 　

　　  　

モダン・ニラサキ
　～汽車が走ったころ～

平成26年2月23日まで
（Ｐ14参照）
夫の悩みのある人集まれ
子育てグループ「てと手と」
参加費500円　託児300円
定員10人【要予約】
1歳6か月児健診
対象：平成24年4月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診察など

絵本よみきかせ講座
　（第４回）【要申込】

10時30分～12時
歯科衛生士さんとおしゃべり
10時30分～11時30分
歯科衛生士　加賀美正江氏
持物：歯ブラシ
定員10組【要予約】
すくすく教室
対象児：平成25年4月生
受付：13時～13時15分
離乳食の指導・試食など　

休館：

自然と共に
　～食育て・子育て～

10時30分～12時
サークル「ひまわり会」
代表粕川邦子氏
おやつ代150円
定員30組【要予約】
にら★ちび　ベイビーくらぶ

　～0－5か月～
13時30分～14時30分
材料費等100円
定員10組【要予約】

休館： （午前）

メルマガ会員限定
　手型サービス

10時30分～11時30分
【予約不要】
避難訓練
13時30分～14時
いざという時のために・・・
避難訓練で安全確認！
【予約不要】

●行政相談
13時～15時
市役所102会議室
乳がん検診
13時30分～15時
保健福祉センター

休館：       

にこにこ子育て
　相談室

9時30分～16時
保健師や管理栄養士の個別
相談（お子さんの気になる
成長発達・食事など）
【要予約】
体位測定【予約不要】
10時30分～11時30分
0歳児の体位測定
おそうじ大作戦【予約不要】
13時30分～14時30分
センターをみんなでおそうじ！

休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

●ふるさと歴史
　再発見ウォーク
　苗敷山ウォーク

9時～15時
（Ｐ14参照）

9時30分～13時30分
市民交流センター1階

休館：   

●陸上ウォーキング教室
受付：9時～9時30分
場所：神山公民館
※悪天候時は保健福祉センター
（広報10月号Ｐ6参照）
大人のための朗読会

　朗読のつどい
14時～15時
対象：成人一般、学生、目
の不自由な方など
【申込不要】（Ｐ17参照）

休館：

●平成25年住生活
　総合調査開始

12月10日まで（P17参照）
ウルトラちびっこキャラバン

　in韮崎～にらちび秋まつり～
10時～12時
「実りの秋まつり」♪ブース
を回っておみやげゲット！
定員100組【要予約】
タブレット体験会
9時30分～11時30分
（P16参照）

休館： （午前）

だっこの会
わらべ歌、絵本の
読み聞かせ、手遊びなど
対象：乳幼児
【申込不要】
3歳児健診
対象児：平成22年10月生
受付：13時～13時15分
小児科医師及び歯科医師の
診察など

休館：

●無料法律相談
　予約受付日

受付：8時30分～
相談日28日（木）
企画財政課（内線356）

●行政相談
13時～15時
市役所102会議室
乳がん検診
13時30分～15時
保健福祉センター

休館：      

休館：    
　　　  

助産師さんとしゃべり
　6～12か月児

10時30分～11時30分
助産師井上裕子氏による離乳
食や卒乳・ママの健康相談
定員10組【要予約】

　0～5か月児
13時30分～14時30分
助産師井上裕子氏による相
談とベビー　マッサージ
定員10組【要予約】

休館：  

韮崎高校のお兄さん
　お姉さんとあそぼう

10時～10時30分
高校生のお兄さんお姉さん
が楽しいあそびをプレゼン
ト！（Ｐ16参照）
4か月児健診
対象児：平成25年7月生
受付：13時～13時15分
小児科医師の診察など

休館：  

昔のあそびを楽しもう
10時30分
～11時30分
龍岡公民館
子育てサークル「ピーター
ラビット」OB企画
読み聞かせやおやつタイム
など
定員15組【要予約】

休館：  （午前）

Dr.ヤナギダの
　ワイン塾

19時～21時
（Ｐ16参照）

休館：  （P16参照）

休館：

●豪田トモ監督作品
　映画「うまれる」
　鑑賞会

東京エレクトロン韮崎文化
ホール
（P15参照）

休館：   

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など

育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）
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11月23日
おせち料理づくり
9時30分～
定員20組【要予約】
（Ｐ15参照）

11月19日
よちよち教室
対象児：平成24年12月生　受付：13時～13時15分
場所：ニコリ２階市立図書館内読み聞かせの部屋

11月13日
●税理士の税金
　無料相談

13時～16時
市役所1階防災会議室
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～6－12か月～
13時30分～14時30分
材料費等100円
定員10組【要予約】

11月27日
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交
流会
材料費他100円
定員10組【要予約】

11月28日
誕生会
11月生のお子様をお祝い
材料費100円
定員10組【要予約】

11月22日
●老壮大学

13時～15時15分
市民交流センター3階
多目的ホール
「津軽三味線が奏でる
心の響き」
講師　小山貢治
　　　（三味線奏者）

11月16日
スケッチで訪ねる

　『智恵子抄』の旅
　坂本富江氏講演会

15時15分～16時45分
【要申込】
（Ｐ17参照）



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 ー

韮崎
（祖母石・岩根を除く）   4日、  7日

11日、14日
18日、21日
25日、28日

  6日、20日

ー 27日 5日
●市役所裏駐車場
　2日、9日、16日、
　23日、30日
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　9日、23日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　9日、23日
　13時～16時

ー

穂坂・藤井・中田・
岩根 13日 ー 12日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

  1日、  5日
  8日、12日
15日、19日
22日、26日
29日

13日、27日

ー 20日 19日

旭・大草・龍岡 6日 ー 26日

11月のごみ収集日程　11月の自己搬入はお休みです。

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 １８日（月）

富士見、岩下、上の山	 １日（金）・１９日（火）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 ５日（火）・２１日（木）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 ６日（水）・２６日（火）

藤井町全区	 ８日（金）・２７日（水）

中田町全区・穴山町全区	 １１日（月）・２８日（木）

円野町全区	 １２日（火）・２９日（金）

清哲町全区・神山町全区	 １３日（水）

旭町全区		 １４日（木）

大草町全区・竜岡町全区	 １５日（金）

●老壮大学	 ２２日（金）
●静心寮	 ２０日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（11月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇韮崎市生涯学習フェスタ’13 
　（第35回生涯学習推進の集い・第58回文化祭）

１１月９日（土）・１０日（日）
９時より開催

【展示部門】
文化協会・公民館作品、幼児・小中学生入
選作品

【発表部門】
四ツ打ち保存会、韮崎シティジュニアコー
ラス、文化協会各部、実践発表（韮崎西中
学校・大草町西割分館）、韮崎東西中学
校・韮崎高校吹奏楽部、藤井保育園、公民
館発表、三宅太鼓…など。

【記念公演】
１０日（日）１３時２５分
（前座）落語
女性マジシャン：ＨＩＲＯＭＩ
女流講談師：宝井一凛

【模擬店・フリーマーケット】
【パフォーマンス】
バルーンパフォーマー★ＭＩＨＡＲＵ★笑
顔の魔法

　９日（土） ①１０：３０　②１３：１５
１０日（日） ①１０：３０　②１３：００
※都合により公演時間が変更になる場合が
　ございますので、ご了承ください。

◇第19回武田の里音楽祭 
　『シネマの音楽パートⅢ』

１２月１５日（日）
１４時３０分開演・大ホール
　『子どもと大人がオーケストラの演奏
をバックに歌う音楽会』、『気軽にクラシッ

ク音楽を楽しんでもらえる音楽会』、『オー
ケストラの演奏の素晴らしさを味わえる音
楽会』を通して、地域の子ども達、市民と
ホールが共に育つ音楽会を目指し、会館の
オープン以来、毎年開催している市民参加
型の音楽祭です。
　半年かけて練習を重ねてきた子ども達の
元気でかつ透き通った歌声、そして一般合
唱の情緒豊かな歌声、Ｎ響団友オーケスト
ラの圧巻の演奏、 さらには高校生のプロ
オーケストラとの夢の共演や毎年趣向を凝
らした演出など盛りだくさんの内容でお届
けいたします。

【全席自由】一般８００円・中学生以下無
料（要入場整理券）
☆１１月１日（金）チケット発売・整理券
　配布開始！

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５
　 ２２ー１９１９

女流講談師
宝井一凛

女性マジシャン
ＨＩＲＯＭＩ
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介
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ら
64
歳

ま
で
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）

で
す
。

Q　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
な

く
て
も
い
い
で
す
か
？

A
　
介
護
保
険
は
、
介
護
の
負
担

を
社
会
全
体
で
連
携
し
支
え
あ

う
社
会
保
険
制
度
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
原
則
と
し
て
40
歳
以

上
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q　

要
介
護
認
定
の
申
請
は
、 

い
つ
す
る
の
？

A
　
日
常
生
活
に
介
護
や
支
援
が

必
要
な
状
態
と
な
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

　
平
成
23
年
度
に
、
認
知
症
の
方

が
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ

た
際
、
少
し
で
も
早
く
発
見
で
き

る
よ
う
、
認
知
症
の
方
の
生
命
の

安
全
と
家
族
の
安
心
の
た
め
の

「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
事
前

に
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ

の
あ
る
方
に
つ
い
て
、
家
族
等
介

護
者
の
方
か
ら
登
録
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
方
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

必
要
な
情
報
を
協
力
機
関
に
伝
達

し
、
多
く
の
目
で
見
守
る
こ
と
に

よ
り
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め

の
制
度
で
す
。
現
在
、
13
名
（
10

月
１
日
現
在
）
の
方
に
ご
登
録
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
す

る
た
め
、
年
２
回
協
議
会
を
開
催

し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
行
方
不
明
が
発

生
し
た
際
に
迅
速
な
対
応
が
と
れ

る
よ
う
、
毎
年
模
擬
訓
練
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
模
擬
訓
練
の
様
子

は
、
ま
た
広
報
を
通
じ
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
楽
し
く
で
き
る
頭
の
体
操

　
一
筆
書
き
（
初
級
編
②
）

【
ル
ー
ル
】

・
紙
か
ら
一
度
も
ペ
ン
を
離
さ
ず

に
、
全
て
の
線
を
な
ぞ
る
。

・
同
じ
線
を
２
回
通
ら
な
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
４
６
４

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
年
々
増
え
て
お

り
、
介
護
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、介
護
保
険
課
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

11
月
11
日
は
、「
介
護
の
日
」

介
護
保
険
、
よ
く
あ
る
質
問
Q
＆
A

そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
　
第
15
回

知
っ
て
い
ま
す
か
？

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

解
答
例

　
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
方
法
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
は
何
通
り
の
答
え

を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
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や
「
延
滞
金
」
も
併
せ
て
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
病
気
や
失
業
、生
活
困
窮
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期

内
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
方

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
納
付

書
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
仕
事

の
都
合
等
に
よ
り
、
平
日
に
、
市

役
所
に
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
夜
間
の
収
納
及
び
納
税

相
談
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
と
は
？

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を
売

っ
て
得
た
所
得
は
、「
譲
渡
所
得
」

と
し
て
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。（
金
銭
の
や
り
取
り
が
な

く
交
換
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば
税
法

上
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

　
譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土
地
・

建
物
等
を
譲
渡
ま
た
は
交
換
し
た

方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ
め
確
定

申
告
の
前
に
、
そ
の
準
備
と
し
て

「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」
の
作
成

等
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
確
定
申
告
時
で
は
ダ
メ
な
の
？ 

　
申
告
期
間
中
は
申
告
会
場
が
混

雑
す
る
た
め
、
こ
の
「
譲
渡
の
お

尋
ね
」
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

２
月
か
ら
行
わ
れ
る
市
の
「
確
定

申
告
相
談
・
受
付
」
で
対
応
で
き

ま
せ
ん
。

＊
税
務
署
に
直
接
申
告
さ
れ
る

方
、
税
理
士
等
に
依
頼
さ
れ
る

方
は
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

＊
相
談
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご

案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
年
内

中
に
必
ず
市
役
所
に
「
家
屋
滅
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
有
者
や
納
税
義
務
者
が
変
わ

っ
た
場
合
な
ど
も
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
提
出
書
類

　
未
登
記
家
屋
の
場
合

　「
家
屋
滅
失
届
」

　（
税
務
課
窓
口
に
用
意
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
市
税

等
の
滞
納
額
の
縮
減
を
目
指
す
と

と
も
に
、
納
期
内
に
適
正
に
納
付

さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
の
確
保
及

び
市
民
と
し
て
の
納
税
の
義
務
を

果
た
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
滞

納
整
理
」
を
強
化
し
ま
す
。

　
再
三
の
催
告
に
も
関
わ
ら
ず
納

付
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
、
法
律

に
基
づ
き
差
押
等
の「
滞
納
処
分
」

を
執
行
し
ま
す
。

■
電
話
に
よ
る
自
主
納
付
の
呼
び

　
か
け
を
し
ま
す
！

　
11
月
、
12
月
の
夜
間
に
、
市
税

等
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
へ
、

電
話
に
よ
る
自
主
納
付
の
呼
び
か

け
、
職
員
に
よ
る
訪
問
徴
収
を
行

い
ま
す
。
納
期
内
、
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
税
目
】

　
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都

　
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

　
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
法

　
人
市
民
税

■
納
税
に
お
困
り
の
方
は

　
お
早
め
に
相
談
を
！

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場

合
（
滞
納
し
た
場
合
）
は
、
本
来

の
税
額
の
ほ
か
に「
督
促
手
数
料
」

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
伴
い
、
納
付

書
が
複
数
枚
で
も
、
綴
じ
ら
れ
て

い
な
い
ま
ま
送
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
納
付
の
際
に
は
、
納
付
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
納
期
限
の
早
い

順
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
持
ち
の
領
収
書
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
二
重
納
付
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
収
納
課
徴
収
・
管
理
担
当

　（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
年
の
途
中

で
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で

も
、
そ
の
年
は
課
税
さ
れ
、
翌
年

か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
屋
を
取
り
壊
し
て

も
届
出
が
な
い
と
、
取
り
壊
し
た

こ
と
が
把
握
で
き
ず
課
税
さ
れ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に

は
、
年
内
に
法
務
局
へ
滅
失
登
記

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
年
内
に
滅

失
登
記
が
で
き
な
い
方
、
未
登
記

有
無
に
関
わ
ら
ず
土
地
等
の
譲

渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
韮
崎
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
方
の
み
受
け
付

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
持
物
（
次
の
全
て
）

　
売
買
契
約
書
、
売
買
に
係
る
費

用
の
領
収
書
等

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
市
民
税
担
当

　（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
日
時

　
12
月
12
日
（
木
）
～
13
日
（
金
）

　
午
前
の
部
　
９
時
～
12
時

　
午
後
の
部
　
13
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
１
階
防
災
会
議
室

■
対
象
者

　
土
地
・
建
物
等
を
譲
渡
あ
る
い

は
、
交
換
さ
れ
た
方

＊
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の

土
地
・
建
物
を
譲
ら
れ
た
方

11
月
・
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

確
定
申
告
の
前
に
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
！

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

年
内
に
法
務
局
へ
滅
失
の
届
け
出
を
！

納
め
る
前
に
ま
ず
確
認

納
期
間
違
い
に
ご
注
意
！
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す
な
ど
の
方
法
で
処
分
す
る
。

＊
放
し
飼
い
は
し
な
い
！

　
常
時
引
き
綱
を
つ
け
る
。

＊
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
！

　
接
種
後
は
、
環
境
課
に
て
注
射

　
済
の
登
録
を
す
る
。

＊
亡
く
な
っ
た
と
き
は
環
境
課
に

　
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
犬
を
飼
い
始
め
た
方

＊
犬
の
登
録
を
行
い
、
鑑
札
を
つ

　
け
る
！

※
室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
登
録

や
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が

必
要
で
す
。

　
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
と
犬
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
犬
を
飼
育

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　
農
業
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

近
年
増
加
し
て
い
る
遊
休
農
地
等

の
解
消
を
図
る
た
め
、
農
地
に
賃

借
権
を
新
規
に
設
定
し
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
農
地
を

借
り
て
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を

し
よ
う
と
す
る
農
業
者
及
び
農
業

生
産
法
人

■
補
助
金
額

①
賃
借
権
を
新
規
に
設
定
し
た
遊

休
農
地
（
10
ａ
あ
た
り
）

２
０
、０
０
０
円

②
賃
借
権
を
新
規
に
設
定
し
た
荒

廃
農
地
（
10
ａ
あ
た
り
）

５
０
、０
０
０
円

③
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
に
お

い
て
、
営
農
再
開
を
目
的
に
作

付
し
た
種
苗
等
の
購
入
費
、
消

費
税
を
除
い
た
総
額
の
４
分
の

１
に
値
す
る
金
額

＊
遊
休
農
地

　
　
過
去
１
年
以
上
作
物
を
栽
培

　
し
て
い
な
い
が
、
多
少
の
手
を

　
加
え
れ
ば
耕
地
に
な
る
可
能
性

　
が
あ
る
農
地

＊
荒
廃
農
地

  

　
雑
草
や
潅
木
が
繁
茂
し
、
通

　
常
の
農
業
用
機
械
で
は
耕
起
が

　
不
可
能
な
田
畑
や
、
改
植
を
行

　
わ
な
け
れ
ば
通
常
の
作
物
栽
培

　
が
で
き
な
い
状
態
の
樹
園
地

■
補
助
要
件

①
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
農
地

②
農
業
委
員
会
を
通
し
て
５
年
以

上
の
賃
借
権
の
新
規
利
用
権
設

定
を
行
っ
て
い
る
こ
と

③
賃
借
権
の
利
用
権
設
定
面
積
が

５
ａ
以
上
あ
る
こ
と

※
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
関

し
て
は
、
別
に
国
の
支
援
制
度

も
あ
り
ま
す
。

※
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
掛

か
る
前
に
市
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。
解
消
前
の
状
態
を
市

で
確
認
で
き
な
い
と
補
助
金
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

　農業委員会では、遊休農地や違反転

用の実態把握と防止対策、農地の利用

状況調査などを目的に、１１月より農

地パトロールを実施します。

　つきましては、農地に農業委員及び

市役所職員が立ち入らせていただくこ

ともありますので、ご理解をお願いし

ます。

　耕作放棄した農地は、病害虫の発生

の原因にもなり、近隣の農地や住民に

大変な迷惑がかかります。よりよい耕

作・生活環境を保つために、農地を適

正に管理してください。

■お問い合わせ
　農業委員会事務局（内線２２６）

　
最
近
、
犬
の
飼
育
に
関
す
る
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
、
次
の
ル
ー
ル
を
適

正
に
守
っ
て
飼
育
し
て
ま
す
か
？

●
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

＊
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る
！

　
飼
い
主
の
責
任
で
ト
イ
レ
に
流

農
業
経
営
規
模
の
拡
大
を
お
考
え
の
方

遊
休
農
地
等
利
用
促
進
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

犬は飼い主を選べません！

飼育する上での
ルールを

守っていますか？

農地パトロールを
実施します。
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大
会
コ
ー
ス
は
、
距
離
11
・
７

㎞
、
標
高
差
１
、
１
４
６
ｍ
、
平

均
勾
配
９
・
６
％
の
山
岳
コ
ー
ス

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
大
会

屈
指
の
コ
ー
ス
と
の
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
年
齢
・
性
別
・
競
技
経
験
ご
と

に
参
加
部
門
が
選
べ
る
た
め
、
ビ

ギ
ナ
ー
か
ら
本
格
的
ヒ
ル
ク
ラ
イ

マ
ー
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
大
会
に
参
加
さ
れ
な
い
皆
様

も
、
こ
の
機
会
に
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
雄
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
温
か

い
ご
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

■
場
所
（
受
付
、
開
・
閉
会
式
）

　
御
勅
使
公
園
自
由
広
場

　（
県
社
会
福
祉
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＊
９
日　

13
時
～
17
時
受
付

＊
10
日　

８
時
集
合

　
８
時
40
分
　
開
会
式

　
９
時
　
　
　
パ
レ
ー
ド
開
始
　

　
９
時
30
分
　
競
技
開
始

　
11
時
30
分
　
ゴ
ー
ル
・
下
山

　
13
時
　
　
　
閉
会
式
・
表
彰
式

■
コ
ー
ス

＊
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
（
４
・
８
㎞
）

　
御
勅
使
公
園
自
由
広
場

　
→
甘
利
山
入
口

＊
計
測
コ
ー
ス
（
11
・
７
㎞
）

　
甘
利
山
入
口
→
広
河
原
駐
車
場

※
６
時
～
14
時
交
通
規
制
有
り

■
主
催

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

　
リ
ー
ズ
韮
崎
大
会
実
行
委
員
会

■
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

＊
特
産
品
や
地
元
食
材
を
使
っ
た

　
お
も
て
な
し
ラ
ン
チ
の
販
売

「
ち
び
っ
子
自
転
車
レ
ー
ス
」 

  

参
加
者
募
集
（
無
料
）

■
日
時

　
11
月
10
日
（
日
）

　
受
付
９
時
30
分
～

　
レ
ー
ス
　
10
時
～
12
時

■
場
所　

御
勅
使
公
園
自
由
広
場

■
対
象
・
定
員

　
小
学
校
２
年
生
以
下
の
児
童
及

び
未
就
学
児
・
先
着
１
０
０
名

■
持
物

　
自
転
車
等
及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

＊
三
輪
車
、補
助
輪
付
き
自
転
車
、

補
助
輪
無
し
自
転
車
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
バ
イ
ク
も
可

■
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
観
光
担
当

　（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

民
俗
資
料
館
ミ
ニ
企
画
展 

「
モ
ダ
ン
・
ニ
ラ
サ
キ 
 

～
汽
車
が
走
っ
た
こ
ろ
～
」

　
今
年
は
中
央
線
韮
崎
駅
開
業

１
１
０
周
年
・
穴
山
駅
開
業

１
０
０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
韮
崎
に
汽
車
が

走
っ
て
い
た
こ
ろ
の
懐
か
し
い
暮

ら
し
を
感
じ
ら
れ
る
資
料
の
展
示

や
、
市
内
に
残
る
近
代
鉄
道
遺
産

を
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間
・
時
間
　
11
月
12
日（
火
）

　
～
平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
）

　
９
時
～
16
時
30
分

　
月
曜
終
日
・
木
曜
午
前
休
館

■
会
場
　
民
俗
資
料
館

■
入
館
料
　
無
料

■
募
集
し
ま
す

※
市
内
を
走
る
中
央
線
や
駅
に
関

　
す
る
古
い
写
真
、
思
い
出
話
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
俗
資
料
館

　
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　（
写
真
は
返
却
し
ま
す
）　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
民
俗
資
料
館
　

　
☎
２
２
ー
１
６
９
６

第
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク 

苗
敷
山
ウ
ォ
ー
ク

　
神
々
の
住
む
山
に
囲
ま
れ
た
甲

斐
の
国
。「
に
ら
さ
き
」に
も
神
々

の
住
む
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
苗
敷
山
に
登
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
集
合
場
所

　
11
月
23
日
（
土
）
９
時
集
合

　
14
時
30
分
解
散
（
予
定
）

　
御
勅
使
公
園
（
北
病
院
入
口
付
近
）

■
定
員
・
参
加
費
等

・
30
名
（
要
申
込
）

※
昼
食
等
は
各
自
で
準
備
。

※
雨
天
中
止

■
受
付
期
間

　
11
月
１
日
（
金
）
～
20
日
（
水
）

　（
平
日
９
時
～
17
時
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
中
央
公
民
館

　
☎
２
０
ー
１
１
１
５

穂
坂
自
然
公
園 

「
絵
画
教
室
」（
無
料
）

　
秋
も
深
ま
り
紅
葉
が
美
し
い
園

内
を
散
策
し
な
が
ら
、
絵
画
講
師

の
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
絵
画
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
ス
ケ
ッ
チ
終
了
後
は
、
手
作
り

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
味
覚
の
秋
も

楽
し
め
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
９
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
30
分

■
対
象
・
定
員

　
小
学
校
１
・
２
年
生
　
30
名

■
申
込
期
限
　
11
月
８
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
穂
坂
自
然
公
園

　
☎
３
７
ー
４
３
６
２

　
自
転
車
と
自
然
を
体
感
で
き
る

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
近

年
、
愛
好
者
が
増
え
て
い
る
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
。

　
山
地
や
丘
陵
な
ど
の
自
然
地
形

を
活
か
し
た
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を

競
う
自
転
車
競
技
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
昨
年
か
ら
『
甘
利
山
』
で
開

催
し
て
い
ま
す
。 ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ

２
０
１
３
「
韮
崎
甘
利
山
大
会
」
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20
歳
の
記
念
行
事 

『
成
人
式
』

　
平
成
26
年
の
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

　
平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

＊
受
付
　
12
時
30
分

　
　
　
　
～
13
時
15
分

＊
式
典
　
13
時
30
分
～

＊
実
行
委
員
会
企
画
事
業

　
　
　
　
14
時
40
分
～

■
場
所

　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

※
11
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

が
あ
る
方
へ
の
ご
案
内
は
、
11

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
転
出
な
ど
に
よ
り
現
在
韮
崎
市

に
住
所
の
な
い
方
で
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
20
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
教
育
委
員
会

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
７
）

豪
田
ト
モ
監
督
作
品 

映
画
「
う
ま
れ
る
」
鑑
賞
会

　
韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
豪
田
ト
モ
監
督
作
品
「
う

ま
れ
る
」の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
に
あ
る
夫
婦

を
描
い
た
、
命
の
大
切
さ
や
人
と

の
繋
が
り
、「
生
き
る
」
こ
と
を

考
え
る
出
産
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
す
。ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
１
日
（
日
）

　
第
一
部
　
10
時
～

　
第
二
部
　
13
時
30
分

　（
開
場
は
30
分
前
）

■
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

※
託
児
あ
り
（
事
前
予
約
）

■
チ
ケ
ッ
ト
代
　
一
枚
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入
場
所

・
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

・
市
役
所
３
階
企
画
財
政
課
窓
口

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　
３
階
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
主
催

　
韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
６
）

韮
崎
か
ら
見
え
る
私
の
好
き
な

富
士
山
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
市
内
か
ら
見
え
る
、
皆
さ
ん
が

一
押
し
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
撮
影
し

た
富
士
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

＊
私
の
好
き
な
富
士
山
部
門

＊
写
メ
部
門
（ta
ke
d
a
n
o
sa
to
@

nirasaki-kankou.jp

）

韮
崎
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
韮
崎
の
〝
四
季
〟
を
写
真
で
表

現
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
規
定
　
プ
リ
ン
ト
４
切

■
両
コ
ン
テ
ス
ト
共
通
事
項

・
募
集
期
限

　
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

・
応
募
先
　
山
梨
フ
ジ
カ
ラ
ー
取

　
扱
店
、
市
観
光
協
会

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
２
２
ー
１
９
９
１

と
っ
て
お
き
の
写
真
を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、

小
学
生
親
子
を
対
象
に
、
お
せ
ち

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
お
せ
ち
料
理
」
を
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し

く
作
り
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え

ま
せ
ん
か
？
お

気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～

　
年
齢
が
増
す
に
つ
れ
て
食
生
活

は
偏
り
が
ち
で
す
。
頻
繁
に
買
い

物
に
行
け
な
い
こ
と
や
食
事
メ
ニ

ュ
ー
が
同
じ
も
の
に
な
る
こ
と
も

増
え
て
き
ま
す
。

　
保
存
食
（
缶
詰
や
冷
凍
食
品
な

ど
）
を
上
手
に
使
っ
た
調
理
方
法

の
工
夫
な
ど
で
、
変
化
の
あ
る
食

事
や
栄
養
満
点
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～

■
対
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
食
事

　
の
バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な
る
方
・

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
）

■
内
容
　
食
事
に
関
し
て
の
講
義

　（
食
材
選
び
・
保
存
食
の
活
用

　
法
な
ど
）・
調
理
実
習

■
定
員
　
20
名

※
要
事
前
申
込

■
参
加
料
　
無
料

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
物
　
筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
・
布
巾
・
米
一
合

■
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　
窓
口
に
て
お
申
し
込
み

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
保
健
課
介
護
支
援
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
３

　

２
３
ー
４
３
１
６

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

　
　
　
　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
持
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
筆
記
用
具

■
申
込
　
11
月
13
日
（
水
）
ま
で

　
に
電
話
・
窓
口
に
て
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

伝
統
料
理
を
知
る
絶
好
の
機
会
で
す
！

「
お
せ
ち
料
理
教
室
」
参
加
者
を
募
集

ひ
と
工
夫
で
い
つ
も
の
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集
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市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
『
ニ
コ
リ
』
イ
ベ
ン
ト
情
報

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

休
館
日
に
つ
い
て

　
11
月
29
日
（
金
）
は
、
館
内
整

理
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
１
月
～
11
月
の
月

末
の
平
日
に
、
臨
時
休
館
日
を
設

け
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た

め
休
館
し
ま
す

　
11
月
25
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

は
、
年
一
回
の
館
内
す
べ
て
の
本

や
資
料
の
点
検
（
本
の
棚
卸
し
）

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
学
習
室
、グ
ル
ー
プ
研
究
室
、２
階

会
議
室
も
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

＊
期
間
中
の
返
却
は
、
１
階
「
本

　
の
返
却
口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
他
の
図
書
館
か
ら
借

　
り
受
け
た
資
料
は
休
館
終
了
後
、

　
窓
口
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

に
ら
★
ち
び 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
日
時
　
11
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
取
扱
　
衣
類
、お
も
ち
ゃ
、雑
貨
他

ウ
ル
ト
ラ
ち
び
っ
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン

■
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者
　

　
　
　
　
１
０
０
組

■
内
容
　
シ
ア
タ
ー
、
ゲ
ー
ム
、

　
子
育
て
応
援
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

韮
崎
高
校
の
お
兄
さ
ん
＆

お
姉
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

■
日
時
　
11
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
10
時
30
分

■
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員

　
未
就
園
児
と
保
護
者
30
組

■
内
容
　
親
子
あ
そ
び
、
パ
ネ
ル

　
シ
ア
タ
ー
、
く
じ
び
き

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会

　
初
め
て
使
う
方
の
体
験
講
座
で
す
。

■
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
受
講
料
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
定
員
　
10
名

■
場
所
　
１
階
会
議
室
５

■
講
師
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

　
あ
っ
と
ほ
ー
む
　
小
林
美
由
紀
氏

Dr.
ヤ
ナ
ギ
ダ
の
ワ
イ
ン
塾

　
中
国
ワ
イ
ン
と
国
産
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
・
定
員

　
20
才
以
上
・
20
名

※
試
飲
さ
れ
た
方
の
お
車
の
運
転

　
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
19
時
～
21
時

■
費
用
　
２
、５
０
０
円

　
　
　
　（
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
有
）

■
場
所
　
１
階
会
議
室
５
・
６

■
講
師

　
山
梨
大
学
ワ
イ
ン
科
学
研
究
セ

　
ン
タ
ー
教
授
　
柳
田
　
藤
寿
氏

マ
ジ
ッ
ク
講
座

■
日
時
　
12
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
19
時
～
21
時

■
受
講
料
　
５
０
０
円

■
定
員
　
15
名

■
場
所
　
１
階
会
議
室
５

■
講
師
　
山
梨
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
副
会
長
　
齊
藤
　
武
美
氏

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
合
受
付
（
１
階
）

　
☎
２
２
ー
１
１
２
１

子
育
て
サ
ロ
ン
“
銀
河
鉄
道
”

巻
き
寿
司
を
つ
く
ろ
う
！

■
日
時
　
11
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
１
階
調
理
室

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

■
定
員
　
子
育
て
中
の
方
16
名
　

　
　
　
　（
託
児
あ
り
、
要
申
込
）

■
講
師
　
韮
崎
生
活
学
校

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
み
つ
ろ
う

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　
部
屋
を
か
わ
い
い
キ
ャ
ン
ド
ル

で
飾
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
１
階
工
作
室

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

■
定
員
　
子
育
て
中
の
方
15
名
　

　
　
　
　（
託
児
あ
り
、
要
申
込
）

■
講
師
　
ま
あ
め
い
く

　
　
　
　
井
上
　
寛
子
氏

『
人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

考
え
る
』（
２
回
講
座
）

　
人
生
の
最
終
章
を
考
え
る
終
活

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
５
・
12
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
１
階
会
議
室
１
・
２

■
費
用
　
５
０
０
円
（
ノ
ー
ト
代
）

■
持
物
　
筆
記
用
具

■
定
員
　
一
般
20
名

■
講
師
　
プ
ラ
ン
ド
ゥ
ワ
カ
ツ
キ

　
　
　
　
若
月
　
明
子
氏

■
申
込
開
始
　
10
月
28
日
（
月
）

そ
ば
打
ち
体
験
講
座 

■
日
時
　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所
　
１
階
調
理
室

■
持
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
頭
巾

■
費
用
　
１
、０
０
０
円

■
定
員
　
16
名

■
講
師
　
そ
ば
工
房 

明
野

■
申
込
開
始
　
10
月
28
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
中
央
公
民
館
（
１
階
）

　
☎
２
０
ー
１
１
１
５

貸
出
し
資
料
の
返
却
延
長
に
つ
い
て

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

返
却
期
日
の
延
長
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
※
延
長
は
１
回
限
り
　

「
涙
で
心
を
デ
ト
ッ
ク
ス
・
笑

顔
で
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
展
示

　
日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
る
あ

な
た
に
、
心
を
癒
す
本
を
紹
介
し

ま
す
。

ニ
コ
リ　

総
合
受
付

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
立
図
書
館

中
央
公
民
館

臨
時
休
館
日
に
つ
い
て
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■
期
間

　
11
月
１
日（
金
）
～
24
日
（
日
）

「
ス
ケ
ッ
チ
で
訪
ね
る
『
智
恵
子

抄
』
の
旅
」
講
演
会
＆
原
画
展

　
著
者
の
坂
本
富
江
氏
に
よ
る
講

演
会
と
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

＊
プ
レ
原
画
展
　
※
11
日
休
館

　
11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

＊
講
演
会
　
11
月
16
日
（
土
）

　
15
時
15
分
～
16
時
45
分

◦
場
所
　
市
立
図
書
館

◦
参
加
費
・
定
員

　
無
料
・
30
名
（
申
込
先
着
順
）

◦
申
込
　
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

　
　
　
　
話
に
て
受
付

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

■
日
時
　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所
　
図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　「
藪
の
陰
」
山
本
周
五
郎 

著

　
　
　
　
　
朗
読
　
清
水
　
薫
氏

　「
か
ぼ
ち
ゃ
の
な
か
の

　
金
色
の
時
間
」
角
田
光
代 

著

　
　
　
　
　
朗
読
　
横
森
洋
子
氏

　「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（
そ
の
６
）

　
　
　
　
宮
沢
賢
治 

著

　
　
　
　
　
朗
読
　
青
木
文
子
氏

■
お
問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館
（
２
階
）

　
☎
２
２
ー
４
９
４
６

■
調
査
対
象

　
住
宅
や
世
帯
の
実
態
を
把
握
す

る
『
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
（
総
務
省
）』
に
回
答
い
た

だ
い
た
世
帯

※
両
調
査
の
デ
ー
タ
を
リ
ン
ケ
ー

ジ
（
か
け
合
わ
せ
）
し
て
集
計
・

分
析
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の

有
効
活
用
を
図
り
、
今
後
の
施

策
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料

を
効
果
的
に
得
る
た
め
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
調
査
機
関
等

　
国
土
交
通
省
及
び
山
梨
県
が
実

施
主
体
と
な
り
、
県
下
各
市
町
村

の
協
力
に
よ
り
実
施

■
主
な
調
査
項
目

　
お
住
ま
い
の
住
環
境
の
評
価
、

最
近
の
居
住
状
況
の
変
化
、
住
宅

の
住
み
替
え
・
改
善
の
意
向

■
調
査
結
果

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
報
告
書
に
も
ま
と
め
ら

れ
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係

る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上

で
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
管
理
担
当

　（
内
線
２
４
６
・
２
４
７
）

　
本
年
12
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成

25
年
住
生
活
総
合
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
き
国
土
交
通
省
が
５
年
ご

と
に
実
施
し
、
住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推

進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実

態
や
、
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度

等
を
総
合
的
に
調
査
し
ま
す
。

■
調
査
期
間
・
方
法

　
11
月
21
日
（
木
）

　
～
12
月
10
日
（
火
）

　
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査

員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
・

回
収
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　［
小
学
校
入
学
児
童
に

　
反
射
傘
等
の
寄
贈
］

　
韮
崎
交
通
安
全
協
会
　

　
会
長
　
植
松
　
義
紀

　［
図
書
・
ニ
ー
ラ
デ
ザ
イ
ン

　
ベ
ン
チ
等
の
寄
贈
］

　
韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
し
ら
か
ば
表
彰

　［
環
境
美
化
・
地
域
活
動
］

　
山
本
二
三
夫
　
韮
崎
市
円
野
町

　［
元
円
野
地
区
土
地
改
良
区
理
事
長
］

　
小
澤
　
郷
夫
　
韮
崎
市
円
野
町

■
感
謝
状

　［
ペ
ー
パ
ー
イ
ラ
ス
ト
の
寄
贈
］

　
小
林
さ
ち
こ
　
北
杜
市
明
野
町

　［
小
学
校
入
学
児
童
に

　
黄
色
帽
子
の
寄
贈
］

　
峡
北
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り

　
運
動
協
議
会

　
会
長
　
八
巻
　
恭
介

＊
［
　
］
内
は
功
績
内
容 

　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課
秘
書
担
当

　（
内
線
３
２
４
）

■
有
功
表
彰

　［
韮
崎
大
村
美
術
館
事
務
室

　
増
築
費
の
寄
付
］

　
大
村
　
　
智
　
東
京
都
世
田
谷
区

■
功
労
表
彰

　［
元
市
教
育
長
］

　
輿
水
　
　
豊
　
韮
崎
市
藤
井
町

　［
元
小
中
学
校
医
］

　
瀧
森
　
　
護
　
甲
府
市
千
塚

　［
石
宮
地
区
長
］

　
輿
石
　
賢
一
　
韮
崎
市
龍
岡
町

　［
元
韮
崎
交
通
安
全
協
会
会
長
・

　
副
会
長
］

　
山
本
　
義
武
　
韮
崎
市
円
野
町

　［
元
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
］

　
槫
林
　
一
孝
　
韮
崎
市
穴
山
町

■
善
行
表
彰

　［
美
術
品
の
寄
贈
］

　
一
二
三
勝
英
　
神
奈
川
県
川
崎
市

　
今
井
　
美
幸
　
東
京
都
小
金
井
市

　
井
上
美
恵
子
　
東
京
都
台
東
区

　［
小
中
学
校
に
生
ご
み
処
理
機

　
の
寄
贈
］

　
京
浜
蓄
電
池
工
業
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長

　
竜
野
　
昌
登
　
神
奈
川
県
横
浜
市

　

市
で
は
、
市
制
施
行
59
周
年
を
記
念
し
て
10
月
13
日
に
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
市
長
か
ら
表
彰
状

（
感
謝
状
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

市
制
施
行
59
周
年
記
念
式
典

各
種
表
彰
者
の
ご
紹
介
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■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
５
）

第
58
回
文
化
祭
入
選
者
の

掲
載
に
つ
い
て

　
広
報
10
月
号
Ｐ
15
に
掲
載
し
ま

し
た
入
選
者
一
覧
に
次
の
方
の
掲

載
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
書
道
（
毛
筆
）
の
部
　

　
佳
作

　
穂
坂
小
６
年
　
平
賀
　
彩
来

安
全
・
安
心
優
良
活
動
表
彰

　
９
月
18
日
、
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
や
ま
な
し
食
の

安
全
・
食

育
推
進
大

会
が
行
わ

れ
、
地
域

の
農
家
や

事
業
所
の

協
力
に
よ

る
地
産
地

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会 

を
開
催

　
市
で
は
、
事
務
事
業
評
価
の
客

観
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、

外
部
の
専
門
家
や
市
民
代
表
が
公

開
の
場
で
議
論
す
る
「
事
務
事
業

外
部
評
価
委
員
会
」
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
可
能
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　
11
月
11
日
（
月
）

　
10
時
30
分
～
17
時

　
11
月
12
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

　（
両
日
と
も
12
時
～
13
時
は
除
く
）

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　
１
階
会
議
室
７

消
に
配
慮
し
た
食
育
体
験
な
ど
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
韮
崎
小
学

校
が
安
全
・
安
心
優
良
活
動
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

非
常
時
の
備
え
と
し
て 

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
地
域
社
会
と

の
共
栄
や
環
境

保
護
に
対
す

る
積
極
的
な
経

営
方
針
に
基
づ

き
、
自
治
体
へ

の
協
力
に
取
り

組
む
株
式
会
社

ノ
ジ
マ
様
よ

り
、「
蓄
電
式

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ａ
Ｃ
電
源
」
３
個
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
」

６
個
の
寄
附
を
お
受
け
し
ま
し

た
。

　
市
で
は
、
庁
舎
や
防
災
備
蓄
倉

庫
に
配
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

落
葉
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

　
市
役
所
敷
地
内
の
落
葉
を
ご
希

望
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。

■
期
間

　
11
月
18
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

　
平
日
８
時
30
分
～
16
時
30
分

■
対
象
　
韮
崎
市
民
で
市
役
所
に

　
取
り
に
来
ら
れ
る
方
（
商
業
目

　
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

※
事
前
申
込
・
な
く
な
り
次
第
終
了

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
務
課
契
約
管
財
担
当

　（
内
線
３
３
７
）

帝
京
学
園
短
期
大
学 

『
人
形
劇
と
オ
ペ
レ
ッ
タ
』
上
演

■
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）

＊
一
部
　
開
演
11
時
～
12
時
10
分

＊
二
部
　
開
演
14
時
～
15
時
10
分

■
場
所
　
コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容
　
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
は
だ
か

　
の
お
う
さ
ま
」・
手
遊
び
　
他

■
入
場
料
　
無
料
・
要
事
前
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
帝
京
学
園
短
期
大
学

　
☎
３
６
ー
２
２
４
９

甲
府
矯
正
展

■
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
15
時

■
場
所
　
甲
府
刑
務
所

■
内
容
　
施
設
見
学
、食
事
体
験
、

　
作
業
製
品
の
展
示
販
売

■
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所
企
画
部
門（
小
川
）

☎
０
５
５
ー
２
４
１
ー
８
３
１
１

第
13
回
全
国
障
害
者
芸
術
・ 

文
化
祭
や
ま
な
し
大
会

　
障
害
者
が
自
ら
創
り
、
障
害
へ

の
理
解
を
促
進
し
な
が
ら
、
多
く

の
人
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間
　
12
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
～
８
日
（
日
） 

■
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
内
容
　
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
今
井
絵

理
子
氏
の
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
舞
台
発
表
、
作
品
展

示
、
甲
州
戦
記
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー

シ
ョ
ー
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
祭
典

■
主
催
　
厚
生
労
働
省
、山
梨
県
、

　
甲
府
市
、
県
障
害
者
福
祉
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
や
ま

な
し
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
６
１

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き 

は
お
済
み
で
す
か
？

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。
事
業
主
の
方
は
、

社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
問
わ
ず
、
１
人
で
も
労
働
者

を
雇
っ
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か

に
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の

加
入
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
５
５
ー
２
５
５
ー
２
８
５
２

　
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
２
２
ー
１
３
３
１

山
梨
県
最
低
賃
金
が
改
正 

さ
れ
ま
し
た

　
１
時
間　

７
０
６
円

　（
平
成
25
年
10
月
18
日
発
行
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
ー
２
５
５
ー
２
８
５
４

お
知
ら
せ
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市の人口（１０月１日現在）
男 １５，５４９人 世帯数 １２，４４０世帯
女 １５，７４７人 前月比 １５人　
計 ３１，２９６人 前月比 ２５世帯

韮崎市国民健康保険より
10 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、145,164,414 円で、一人あたりの保険者
負担額は、17,690 円 (前年同月比 2.76％減）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力く
ださい。

整
理
収
納
法
を 

学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
11
月
30
日
（
土
）　

　
　
　
　
14
時
～
16
時
　
　
　
　

■
場
所
　
山
梨
県
立
大
学
講
義
室

■
講
師
　
石
井
　
純
子
氏

　（
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
対
象
　
一
般
の
方
　
１
０
０
名

■
申
込
期
限
　
11
月
20
日
（
水
）

■
参
加
費
　
無
料

■
主
催

　（
公
社
）イ
ン
テ
リ
ア
産
業
協
会

　
関
東
甲
信
越
支
部
　

■
後
援
　
山
梨
県

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
協
会

☎
０
９
０
ー
６
１
３
２
ー
１
０
２
９

介
護
就
職
デ
イ 

介
護
関
係
合
同
面
接
会

■
日
時
　
11
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

■
場
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
参
加
求
人
者
　
20
社
を
予
定

■
対
象
　
求
職
者
、
来
春
卒
業
予

　
定
の
学
生

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

　
☎
２
２
ー
１
３
３
１

山
梨
県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
３

　
視
覚
障
が
い
教
育
に
関
し
て
理

解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
25
分
～
14
時

■
場
所
　
山
梨
県
立
盲
学
校

■
日
程
　
学
校
・
入
学
説
明
、
授

　
業
・
校
舎
見
学

■
対
象
　

・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

・
教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障

　
が
い
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

・
本
校
へ
入
学
を
検
討
し
て
い
る

　
方
と
そ
の
家
族
及
び
関
係
者
等

■
申
込
期
限
・
方
法

　
11
月
19
日
（
火
）
12
時

　
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、郵
送
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
白
倉
・
保
坂
）

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス

活
用
講
座

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基
本
か
ら

応
用
ま
で
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
水
）～
27
日

　（
水
）の
内
の
６
日
間

　
18
時
～
21
時

■
費
用
　
会
員
　
８
、５
０
０
円

　
　
　
　
一
般
１
１
、５
０
０
円

■
申
込
期
限
　
11
月
13
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
４
９
１
６

再
就
職
を
目
指
す
方 

公
共
職
業
訓
練
受
講
者
を
募
集

■
対
象
　
再
就
職
に
必
要
な
も
の

づ
く
り
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
方

■
期
間
　
平
成
26
年
１
月
７
日
　

　
～
６
月
27
日
（
６
ヶ
月
）

■
コ
ー
ス
　
金
属
加
工
、
電
気
設

　
備
、
住
宅
技
術
　
他

■
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

■
受
付
期
限
・
受
付
場
所

　
12
月
４
日
（
水
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

■
お
問
い
合
わ
せ
・
講
習
場
所

　
山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
４
２
ー
３
０
６
６

無
料
表
示
登
記
相
談

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
土
地
の
境

界
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
17
時

■
場
所
　
長
坂
町
農
村
環
境
改
善

　
セ
ン
タ
ー
生
活
研
修
室

■
主
催
　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　（
公
社
）山
梨
県
公
共
嘱
託
登
記

　
土
地
家
屋
調
査
士
協
会

☎
０
５
５
ー
２
２
８
ー
１
３
１
１

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
11
月
18
日
～
24
日
は
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
強
化
週

間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
の
電
話
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　
11
月
18
日
（
月
）
～
24
日
（
日
）

　
平
日
８
時
30
分
～
19
時

※
土
日
10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者

・
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

・
人
権
擁
護
委
員

■
電
話
専
用
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０
ー

０
７
０
ー

８
１
０

12
月
４
日
（
火
）
～
10
日
（
月
） 

「
第
64
回
人
権
週
間
」 

特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

　
い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
　
12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　「
ニ
コ
リ
」
１
階
会
議
室
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
６
）

募  

集

相  

談

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
目

に
し
ま
せ
ん
か
？
こ
の
ノ
ー
ト
、

も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
、
家
族

に
ご
自
身
の
願
い
を
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
な
ん
で
す
。

で
も
試
し
に
書
い
て
み
る
と
、
意

外
と
記
入
す
る
事
が
多
い
の
に
驚

く
は
ず
。
一
度
に
全
項
目
記
入
す

る
と
な
る
と
、
相
当
に
手
強
く
感

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
書
け
る
所
か
ら
、
記
入
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

〒
４
０
０
ー
０
２
１
４

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
１
８
１
９
ー
４

山
岸
行
政
書
士
事
務
所

℡
０
５
５
ー
２
８
７
ー
６
５
８
３

◎
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
入
門
用
紙
進
呈
中
！

　

申
し
込
み
は
、
電
話
・
郵
送
で
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